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も

☆
舶
来
洋
装
・
雑
貨
の
サ
ノ
ヘ
が
、
四

月
六
・
七
日
、
Ａ
Ｍ
一
○
時
か
ら
Ｐ
Ｍ

五
時
ま
で
、
北
野
ク
ラ
ブ
で
、
第
二
回

キ
ャ
ピ
タ
ル
フ
ェ
ア
を
開
き
ま
す
。
今

回
は
フ
ラ
ン
ス
ド
ザ
ー
ブ
ル
社
の
モ
ー

ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
七
○
年

秋
冬
も
の
の
予
約
受
注
を
し
ま
す
。
ヨ

ー
ロ
ッ
・
ハ
の
香
り
を
直
接
味
わ
え
る
神

戸
な
ら
で
は
の
催
し
で
す
。

☆
ベ
ビ
ー
用
品
・
子
供
服
の
フ
ァ
ミ
リ

ア
が
、
漫
画
ス
ヌ
ー
ピ
ー
の
。
ハ
ー
テ
ィ

ー
セ
ッ
ト
用
品
を
発
売
。
お
子
様
の
誕

生
会
、
パ
ー
テ
ィ
な
ど
に
喜
ば
れ
る
こ

と
う
け
あ
い
で
す
。
・
へ
Ｉ
・
ハ
ー
製
な
の

で
携
帯
に
も
便
利
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
楽
し
く
て
重
宝
な
も

の
が
で
き
ま
し
た
。

☆
ト
ァ
・
ロ
ー
ド
の
靴
と
舶
来
雑
貨
の

お
店
ク
ロ
ス
に
、
新
し
く
二
階
サ
ロ
ン

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
グ
レ
ー

の
じ
ゅ
う
た
ん
が
敷
き
つ
め
ら
れ
て
、

ミ
ニ
チ
ュ
ア
・
イ
ン
テ
リ
ア
、
ス
イ
ス

の
バ
リ
ー
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
、
豊
富
な
舶

来
商
品
が
ゆ
っ
く
り
選
べ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
一
度
お
出
か
け
く
だ
さ

い
Ｏ☆

元
町
２
丁
目
の
宝
飾
店
タ
ジ
マ
、
北

村
真
珠
店
、
ハ
ン
ド
・
ハ
ッ
グ
の
シ
ラ

サ
、
お
菓
子
の
コ
ト
ブ
キ
、
各
店
が
装

い
も
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
元

町
へ
お
出
か
け
の
折
に
は
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
コ
ー
ス
に
ど
う
ぞ
〆
．

☆
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の

「
花
嫁
着
付
シ
ョ
ー
」

万
国
博
開
幕
を
一
週
間
後
に

控
え
た
３
月
９
日
、
春
の
外
国

観
光
船
シ
ー
ズ
ン
に
先
が
け
て

例
年
の
よ
う
に
「
花
嫁
着
つ
け

シ
ョ
ー
」
が
、
神
戸
オ
リ
エ
ン

タ
ル
ホ
テ
ル
・
ロ
ビ
ー
特
設
舞

台
で
開
か
れ
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
観
光
船
「
サ
ガ
フ
ィ
ョ
ー
ル

ド
号
」
の
観
光
客
五
十
余
名
が

見
つ
め
る
中
を
、
二
人
の
モ
デ

ル
さ
ん
に
次
々
と
着
付
、
可
愛

い
い
花
嫁
姿
が
出
来
あ
が
っ
て

い
け
ば
、
ロ
ビ
ー
を
流
れ
る

〃
さ
く
ら
さ
く
ら
〃
の
琴
の
音

と
共
に
日
本
ム
ー
ド
満
点
。
シ

ョ
ー
の
終
了
後
は
質
問
コ
ー
ナ

が
催
け
ら
れ
、
「
打
ち
掛
け
の

神戸百店会
だより

、

■

オリエンタルホテル「花嫁着付ショー」

素
材
は
何
か
？
」
「
あ
の
楽
器

は
何
か
？
」
な
ど
矢
つ
ぎ
ば
や

の
質
問
を
受
け
た
通
訳
ア
ナ

が
、
あ
わ
て
て
着
物
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
聞
き
返
す
と
い
う
一

幕
も
あ
り
、
楽
し
い
シ
ョ
ー
風

景
で
あ
っ
た
。

☆
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
指
圧
で

健
康
な
若
返
り
を
／

元
町
六
丁
目
、
美
容
と
健
康

の
店
、
三
星
堂
に
自
動
マ
ッ
サ

ー
ジ
機
と
指
圧
機
が
お
め
み

え
、
訪
問
客
に
開
放
し
て
、
買

物
づ
か
れ
、
仕
事
づ
か
れ
の
お

客
さ
ま
に
喜
こ
ば
れ
て
い
る
。

近
所
の
商
店
主
の
利
用
も
多

く
、
十
円
入
れ
て
タ
イ
ム
ス
イ

ッ
チ
が
作
動
す
る
よ
う
に
し
て

も
ら
っ
た
方
が
気
軽
に
利
用
さ

せ
て
も
ら
え
る
ん
だ
が
と
い
う

声
も
出
て
い
る
由
。
勿
論
販
売

促
進
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
、

「
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
賞
品
な
ど

に
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

と
熊
田
常
務
さ
ん
の
弁
。
ち
な

み
に
、
お
値
段
は
、
優
勝
カ
ッ

プ
を
作
る
の
と
、
変
り
な
い
と

の
こ
と
。

☆
元
町
画
廊
（
若
木
屋
）

創
立
満
五
十
周
年
新
装
開
店

昨
年
五
月
以
来
新
店
舗
建
築

の
た
め
、
何
か
と
不
便
な
点
が

多
か
っ
た
元
町
画
廊
が
、
去
る

二
月
二
十
三
日
よ
り
開
廊
。

今
年
は
奇
し
く
も
先
代
故
・

佐
藤
隆
三
氏
が
、
大
正
七
年
に

「
き
さ
き
屋
」
と
い
う
、
当
時

数
少
な
い
新
画
店
（
日
本
画
）

を
開
き
、
更
に
大
正
九
年
若
木

屋
美
術
店
と
改
称
し
本
格
的
な

画
商
と
な
っ
て
ち
ょ
う
ど
満
五

十
年
に
あ
た
っ
て
い
る
。

更
に
、
故
・
隆
三
氏
時
代
か

ら
深
い
親
交
を
持
つ
独
立
美
術

の
林
武
先
生
（
一
昨
年
文
化
勲

章
受
賞
）
よ
り
冨
昌
の
風
の
ｌ

旨
。
ざ
冒
肖
国
元
町
画
廊
若

木
屋
』
と
揮
皇
を
受
け
、
新
店

舗
に
一
段
と
光
彩
を
添
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。

Ｌ

，

１
１０７

１

§

業
界
の
老
舗
た
る
元
町
画
廊

の
新
店
舗
は
、
気
軽
に
楽
し
め

る
よ
う
に
設
計
が
配
慮
さ
れ
て

い
て
、
一
階
が
常
設
展
示
場
、

二
階
が
展
覧
会
場
と
な
っ
て
い

る
。
八
設
計
は
根
津
耕
一
郎

氏
Ｖ
開
廊
記
念
に
は
『
近
代
洋

画
展
』
が
展
覧
さ
れ
た
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑬
２
３
５
９

⑪
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

モダンな元町画廊（若木屋）
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後藤次男氏

篭過職Ｉ

ぼ
り
な
ど
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ

を
打
ち
破
っ
た
展
示
で
、
万
国

博
に
来
日
す
る
エ
ト
ラ
ン
ゼ
の

眼
を
魅
き
つ
け
販
売
し
よ
う
と

の
意
気
ご
み
で
あ
る
。

真
珠
側
の
出
展
企
業
と
し
て

田
崎
、
御
木
本
、
山
勝
、
大
月

金
子
、
大
洋
、
フ
ル
ャ
、
ア
イ

リ
ス
、
帝
真
の
各
真
珠
会
社
と

シ
ル
ク
の
側
で
は
、
郡
是
産
業

神
戸
生
糸
、
富
士
商
事
、
三
共

生
興
、
サ
カ
ク
ラ
、
神
栄
、
丹

後
生
糸
、
カ
ネ
ボ
ウ
、
朝
日
商

会
、
松
浦
織
物
整
理
興
業
社
の

各
社
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
展
示
に
先
立
っ
て
３

月
７
日
に
、
各
界
有
士
を
集
め

て
の
パ
ー
テ
ィ
が
行
な
わ
れ
た

☆
長
崎
物
産
展
こ
ぼ
れ
話

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
神
戸
そ

ご
う
店
の
長
崎
物
産
展
が
二
月

六
日
か
ら
開
か
れ
、
チ
ャ
ン
ポ

ン
メ
ン
や
皿
そ
ば
、
海
産
物
な

ど
が
大
変
な
人
気
。
昨
年
三
月

の
時
に
は
、
内
山
田
洋
と
ク
ー

ル
フ
ァ
イ
ブ
が
〃
長
崎
は
今
日

も
雨
だ
っ
た
″
が
ヒ
ッ
ト
し
初

め
、
催
し
も
の
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
出
演
。
と
こ
ろ
が
ま
た
た
く

ま
に
ス
タ
ー
ダ
ム
に
の
し
あ
が

っ
た
た
こ
の
人
気
コ
ー
ラ
ス
、

今
年
の
催
し
に
は
と
て
も
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
と
れ
な
い
。
一
年

に
し
て
こ
れ
だ
か
ら
人
気
と
は

恐
し
い
。

ま
た
長
崎
市
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

船
が
初
入
港
し
て
い
ら
い
四
百

年
。
四
月
二
十
六
日
’
二
十
九

日
ま
で
開
港
四
百
年
祭
が
開
か

れ
る
。
前
夜
祭
に
は
お
く
ん
ち

パ
レ
ー
ド
も
催
さ
れ
る
が
、
長

餌.ザ品謡

灘
☆
絹
と
真
珠
の
光
沢
を
展
示

５
月
釦
日
ま
で
真
珠
会
館
で

エ
ト
ラ
ン
ゼ
に
と
っ
て
日
本

の
特
産
品
で
あ
る
絹
と
真
珠
は

日
本
の
こ
こ
ろ
で
あ
る
。

神
戸
絹
真
珠
万
博
協
賛
会

（
会
長
・
村
上
正
二
郎
）
で
は
、

兵
庫
県
、
神
戸
市
、
神
戸
商
工

会
議
所
、
日
本
絹
業
協
会
、
日

本
真
珠
振
興
会
の
後
援
を
得
て

絹
と
真
珠
を
生
成
過
程
か
ら
の

製
品
展
示
を
、
神
戸
市
役
所
南

の
日
本
真
珠
会
館
で
３
月
加
日

か
ら
５
月
鋤
日
ま
で
お
こ
な
う

そ
ご
う
提
供
の
国
宝
一
乗
寺

三
重
塔
模
型
が
総
額
百
万
ド
ル

の
真
珠
に
囲
ま
れ
る
な
ど
、
ま

た
シ
ル
ク
の
壁
紙
、
下
着
、
し

’
1 0 9

旧
式
の
ツ
ィ
ン
キ
ャ
ブ
の
車
を
持
つ

ら
の
阪
神
ｌ
広
島
戦
が
延
長
戦

と
な
り
ス
タ
ッ
フ
を
ヤ
キ
モ
キ

さ
せ
た
が
、
今
年
は
、
放
送
時

間
を
釦
分
早
め
、
午
後
７
時
か

ら
の
完
全
ナ
イ
タ
ー
中
継
と
な

る
。
４
月
Ⅳ
日
か
ら
の
火
、
木

金
、
土
曜
の
放
送
に
は
、
専
属

解
説
者
に
新
た
に
前
阪
神
監
督

後
藤
次
男
氏
を
加
え
、
藤
村
富

美
男
、
藤
本
勝
巳
ら
往
年
の
名

選
手
を
ゲ
ス
ト
に
呼
ぶ
予
定
。

§蔵亜

長崎物産展場の小田氏

岸

f蕊 悪霊零

豪華な真珠展

の
車

て
お
く
方
が
無
難
だ
ろ
う
。

崎
県
商
政
貿
易
課
長
の
小
田
浩

爾
氏
は
「
長
崎
は
開
港
四
百
年

で
、
今
年
は
観
光
の
年
。
ま
た

昔
渡
南
の
夢
に
燃
え
た
若
者
の

意
気
を
現
代
に
生
か
し
て
、
東

南
ア
ジ
ア
に
四
百
名
を
青
年
の

船
で
送
り
、
毎
日
四
、
五
名
は

留
学
さ
せ
後
世
の
残
る
仕
事
を

現
地
に
残
す
よ
う
企
画
し
て
い

ま
す
」
と
港
町
ら
し
い
抱
負
を

語
っ
て
い
た
ｏ

☆
陳
舜
臣
氏
に

推
理
作
家
協
会
賞

神
戸
の
作
家
陳
舜
臣
氏
が
三

月
三
十
日
、
第
二
十
三
回
日
本

推
理
作
家
協
会
賞
を
受
賞
「
玉

嶺
よ
ふ
た
た
び
」
（
徳
間
書
店

刊
）
「
孔
雀
の
道
」
（
神
戸
新
聞

連
載
講
談
社
刊
）
が
そ
の
対
象

と
な
っ
た
。
本
格
派
推
理
作
家

と
し
て
着
々
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で

進
む
神
戸
っ
子
作
家
。
お
め
で

と
う
／

☆
京
都
ア
ン
パ
ン
に
挑
む

神
戸
の
若
き
芸
術
家
た
ち

３
月
７
日
か
ら
妬
日
ま
で
、

京
都
美
術
館
で
開
か
れ
た
第
哩

回
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
で
も
、

総
作
品
数
三
三
九
点
の
中
で
神

戸
の
若
き
芸
術
家
た
ち
が
気
を

１i譲一

☆
ド
ラ
イ
バ
ー
メ
モ

廃
車
に
な
る

－
シ
カ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ツ
イ
ン
キ
ャ
ブ

て
い
る
人
は
、
普
通
の
車
に
買
い
替
え

で
あ
る
。
こ
の
九
万
台
は
、
す
べ
て
、

ツ
イ
ン
キ
ャ
プ
（
キ
ャ
ブ
レ
ー
タ
ー
を

今
年
の
八
月
か
ら
、
全
国
の
検
定
場

で
、
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
が
ス
ロ
ー
回

転
の
時
に
出
す
排
気
ガ
ス
中
の
一
酸
化

炭
素
の
量
を
、
新
車
は
四
・
五
％
、
中

古
車
は
五
・
五
％
以
下
で
あ
る
か
？
ど

う
か
の
検
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昨
年
九
月
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
る
車

は
、
排
気
ガ
ス
中
の
一
酸
化
炭
素
の
量

を
二
・
五
％
以
下
に
き
め
ら
れ
て
い
た

が
、
こ
の
規
則
は
、
低
速
回
転
、
中
速

高
速
時
の
平
均
値
な
の
で
、
実
際
に
は

測
定
が
困
難
で
あ
っ
た
。

最
近
の
車
は
、
最
高
速
度
よ
り
も
、

加
速
性
能
の
良
い
も
の
が
よ
く
売
れ

る
。
加
速
を
良
く
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
ア
ク
セ
ル
。
へ
ダ
ル
を
踏
み
込
ん

で
、
キ
ャ
ブ
レ
ー
タ
ー
を
開
い
た
ら
、

大
量
の
空
気
と
ガ
ソ
リ
ン
が
す
ば
や
く

送
り
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
空

気
は
簡
単
に
入
る
が
、
ガ
ソ
リ
ン
は
入

り
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
低
速
回
転

時
は
、
標
準
値
よ
り
も
、
ガ
ソ
リ
ン
の

量
を
多
く
し
て
い
る
。
こ
れ
が
低
速
時

に
は
空
気
不
足
に
な
り
不
完
全
燃
焼
を

起
し
、
一
酸
化
炭
素
を
吐
き
出
す
こ
と

に
な
る
。

新
聞
に
よ
る
と
、
低
速
時
の
一
酸
化

炭
素
の
量
が
五
・
五
％
を
こ
す
車
は
、

約
五
十
％
も
あ
る
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
キ
ャ
ブ
レ
ー
タ
ー
を
交
換
す
れ

許
轄
錨
稚
毒
酔
雪
九
秒
処
罰
唾
諏
諸
準
一

二
個
つ
け
て
い
る
エ
ン
ジ
ン
）
の
ス
ポ

川
口
陽
之

（
自
動
車
評
論
家
）
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☆
神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
と

神
戸
み
な
と
の
祭
と

恒
例
の
神
戸
カ
ー
ー
ー
バ
ル

が
今
年
も
５
月
２
，
３
日
の

両
日
、
盛
大
に
行
な
わ
れ
、

こ
の
神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
が
年

ご
と
に
人
気
が
あ
が
る
の
に

比
べ
て
、
毎
年
淋
し
く
な
る

の
が
神
戸
み
な
と
の
祭
。

1 1 0

吐
い
て
い
る
。

神
戸
関
係
出
品
者
は
、
奥
田

善
己
、
丸
山
至
、
堀
尾
貞
治
、

江
見
み
よ
し
、
宮
崎
豊
治
、
植

松
杢
二
、
野
々
宮
千
紗
子
、
河

口
竜
夫
の
八
氏
で
、
平
均
年
齢

が
二
四
才
の
若
さ
で
、
ロ
ー
プ

金
網
、
パ
イ
プ
、
布
な
ど
を
使

っ
て
意
欲
的
な
技
術
（
？
）
を

競
っ
て
い
る
。

奥
田
善
己
は
レ
ン
ガ
と
紐
、

丸
山
至
は
ス
テ
ン
レ
ス
の
パ
イ

プ
の
た
わ
み
、
堀
尾
貝
治
は
布

江
見
み
よ
し
は
紐
と
紙
屑
の
入

っ
た
袋
、
宮
崎
豊
治
は
電
熱
器

を
入
れ
た
あ
た
た
か
い
鉄
の
ト

ラ
ン
ク
、
植
松
杢
二
は
網
を
吊

ナ
タ
リ
ー
の
朝

ム
ー
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー

■

鍵

民
不
在
の
祭
な
の
だ
。

解
決
策
も
い
ろ
い
ろ
飛
び

出
し
た
が
一
致
し
た
考
え
方

と
し
て
は
神
戸
み
な
と
の
祭

は
開
催
日
を
変
え
て
も
実
施

す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

万
博
並
に
テ
ー
マ
を
設
置
す

れ
ば
ポ
リ
シ
ー
が
決
っ
て
い

い
と
い
う
案
が
出
さ
れ
た
が

つ
い
で
の
こ
と
に
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て

神
戸
っ
子
の
若
き
ク
リ
エ
イ

タ
ー
を
指
名
し
て
市
民
祭
協

会
が
世
語
係
を
す
る
こ
と
に

す
れ
ば
問
題
は
一
挙
に
解
決

す
る
と
思
う
の
だ
が
八
Ｙ
Ｖ

花時計

☆
コ
ウ
ベ

名
作
「
奇
跡
の
人
」
で
世
界
中
の
映

画
フ
ァ
ン
を
湧
か
せ
た
名
コ
ン
ビ
、
・
ハ

テ
ィ
・
デ
ュ
ー
ク
と
フ
レ
ッ
ド
・
コ
ウ

が
組
ん
で
、
再
び
放
つ
愛
と
感
動
の
名

る
し
た
作
品
と
直
径
２
ｍ
印
叩

の
膨
張
し
た
球
を
即
ｍ
の
ロ
ー

プ
で
縛
り
中
空
に
浮
か
し
た
も

の
八
写
真
Ｖ
野
々
宮
千
紗
子
は

風
化
し
た
金
網
を
吊
り
、
中
に

透
明
の
セ
ロ
フ
ァ
ン
を
入
れ
、

河
口
竜
夫
は
、
出
品
規
定
表
と

預
り
証
を
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
に
し
て

壁
に
貼
っ
た
。

時
代
の
混
乱
が
全
く
同
世
代

に
表
わ
れ
た
と
の
批
判
も
あ
る

が
、
神
戸
勢
も
他
都
市
で
の
展

覧
会
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
も
の

☆
小
笠
原
勝
画
伯
「
遺
作
展
」

県
立
夢
野
台
高
校
と
武
庫
川

女
子
短
大
で
、
美
術
を
教
え
て

い
た
、
小
笠
原
勝
画
伯
の
遺
作

展
が
、
去
る
二
月
二
十
四
日
か

ら
三
月
一
日
ま
で
、
生
田
筋
の

安
田
画
廊
で
開
か
れ
た
。
師
は

昨
年
三
月
、
七
十
二
才
で
亡
く

な
ら
れ
た
が
、
そ
の
画
業
を
し

の
ん
で
、
夢
野
台
高
校
の
卒
業

生
が
中
心
と
な
っ
て
催
し
た
も

な
ん
で
や
る
と
思
案
投
げ

首
の
格
好
が
主
宰
す
る
神
戸

市
民
祭
協
会
な
の
で
あ
る
。

神
戸
市
で
も
神
戸
み
な
と

の
祭
は
悩
み
の
た
れ
だ
っ
た

が
宮
崎
新
市
長
は
思
い
切
っ

て
神
戸
み
な
と
の
祭
検
討
委

員
会
を
設
置
し
て
神
戸
み
な

と
の
祭
の
手
直
し
に
乗
り
出

し
た
。
検
討
委
員
会
で
は
活

発
な
意
見
が
続
出
し
た
が
、

つ
ま
り
、
神
戸
み
な
と
の
祭

は
祭
の
本
質
が
見
失
わ
れ
て

し
ま
い
、
企
画
が
マ
ン
ネ
リ

化
し
て
新
鮮
味
が
な
く
現
代

の
テ
ン
ポ
に
あ
わ
な
い
、
市

、『

の
で
遺
族
以
外
、
ま
し
て
や
教

え
子
達
の
手
で
開
か
れ
た
例
は

珍
ら
し
い
と
い
う
こ
と
。
会
場

に
は
、
師
が
東
京
美
術
学
校
を

卒
業
さ
れ
て
か
ら
亡
く
な
ら
れ

る
ま
で
の
作
品
十
八
点
が
出
品

さ
れ
た
。

師
弟
間
の
断
絶
が
云
々
さ
れ
て

い
る
昨
今
、
教
え
子
の
心
に
く

い
込
ん
で
い
る
教
師
の
存
在
を

伝
え
る
遺
作
展
だ
っ
た
。

教え子が集った小笠原勝遺作展

篇
、
待
望
の
最
新
作
で
あ
る
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
平
凡
な
家
庭
で
、

ナ
タ
リ
ー
は
両
親
の
愛
を
受
け
、
年
ご

ろ
の
娘
に
成
長
し
て
い
っ
た
。
ク
ラ
ス

第
一
の
美
人
の
世
話
で
最
初
ブ
ラ
イ
ン

ド
・
デ
ー
ト
に
出
か
け
た
と
き
、
男
の

子
は
彼
女
を
ひ
と
目
み
て
、
に
げ
腰
に

な
り
結
局
ナ
タ
リ
ー
は
〃
壁
の
花
″
だ

っ
た
。
だ
が
、
そ
う
し
た
ナ
タ
リ
ー
を

〃
リ
ト
ル
・
プ
リ
ン
セ
ス
″
（
小
さ
な

王
女
様
）
と
呼
ん
で
く
れ
る
男
、
ハ
ロ

ル
ド
叔
父
さ
ん
が
い
た
。
あ
る
日
、
叔

父
に
「
形
だ
け
の
美
し
さ
は
幻
影
に
す

ぎ
ず
、
本
当
に
大
切
な
の
は
外
見
だ
け

で
な
く
内
容
だ
」
と
聞
か
さ
れ
る
。

ナ
タ
リ
ｉ
は
両
親
の
反
対
を
お
し
き

っ
て
人
生
と
い
う
複
雑
な
ハ
メ
絵
の
ど

こ
に
身
分
を
お
く
か
、
自
分
自
身
を
発

見
す
る
た
め
に
、
何
か
を
求
め
て
、
彼

女
は
、
若
者
と
芸
術
家
の
街
グ
リ
ー
ー
ッ

チ
・
ビ
レ
ッ
ヂ
に
行
く
、
そ
こ
で
彼
女

は
一
人
の
ハ
ン
サ
ム
ボ
ー
イ
、
デ
ビ
ッ

ド
・
ハ
リ
ス
と
知
り
合
い
お
互
い
に
は

げ
ま
し
合
い
な
が
ら
あ
る
夜
、
結
ば
れ

た
。
し
か
し
彼
に
妻
が
あ
る
事
を
知
り

デ
ピ
ッ
ド
と
別
れ
る
。

今
は
不
幸
で
あ
る
が
い
つ
か
幸
福
に

な
れ
る
と
…
。
輝
し
い
明
日
に
向
っ
て

⑥
毎
月
応
募
ハ
ガ
キ
の
中
か
ら
抽
選
で

十
名
様
を
試
写
会
に
ご
招
待
し
ま
す
。
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世
紀
の
祭
典
〃
万
国
博
″
の
幕
は
切

っ
て
お
と
さ
れ
た
が
、
会
期
中
の
入
場

者
は
確
実
に
五
千
万
人
と
予
想
さ
れ
て

い
る
だ
け
に
、
万
博
会
場
へ
た
ど
り
つ

く
だ
け
で
も
大
成
功
。
会
場
入
口
も
東

西
南
北
と
中
央
口
の
五
つ
が
あ
る
の
で

会
場
図
を
頭
に
入
れ
て
お
く
。

☆
自
動
車
で
行
く
人
の
た
め
に

完
全
開
通
し
た
阪
神
高
速
道
路
と
名

神
を
通
っ
て
吹
田
Ｉ
Ｃ
で
お
り
る
。
道

路
料
金
が
三
五
○
円
。
万
博
会
場
の
東

口
か
ら
南
口
に
か
け
て
駐
車
場
が
あ
る

が
、
完
全
に
満
車
と
な
っ
て
駐
車
さ
せ

る
こ
と
は
難
し
い
。
む
し
ろ
茨
木
Ｉ
Ｃ

か
ら
戻
っ
て
北
口
か
西
口
の
駐
車
場
に

と
め
る
方
が
よ
い
。
車
必
ず
し
も
早
く

は
な
ら
な
い
し
、
渋
滞
に
会
う
と
生
理

的
に
も
エ
ラ
イ
目
に
あ
う
。

☆
電
車
で
早
く
行
き
た
い
人
の
た
め
に

阪
急
三
宮
’
十
三
Ｉ
千
里
山
と
、
国

鉄
三
宮
ｌ
新
大
阪
ｌ
北
大
阪
急
行
ｌ
万

博
会
場
中
央
口
、
そ
れ
と
新
大
阪
ｌ
茨

木
ｌ
バ
ス
ー
東
口
と
あ
る
が
、
阪
急
千

里
山
コ
ー
ス
の
場
合
は
、
神
戸
以
西
か

ら
山
陽
電
車
、
神
戸
高
速
を
利
用
し
て

く
る
し
、
会
場
西
口
ま
で
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
。
結
局
、
新
大
阪
か
ら
北
大

阪
急
行
（
エ
キ
ス
ポ
急
行
）
に
乗
る
の

が
乗
り
換
え
の
時
間
を
考
慮
し
て
も
、

ま
た
会
場
中
央
ロ
に
入
る
こ
と
か
ら
考

雲塗震

１
１１２

１

_」

あ
し

骨
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｜
と

星
リ
ー

→
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
１
ｒ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
ｌ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
１
１
。

面
白
い
と
こ
ろ
で
は
、
か
ま
ぶ
ろ
に

入
っ
て
一
泊
二
食
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋

が
付
い
て
二
千
円
と
い
う
再
度
山
か
ま

ぶ
ろ
温
泉
急
１
３
，
９
０
）
が
あ
る
。

☆
安
く
泊
ま
り
た
い
人
の
た
め
に

安
く
あ
げ
る
に
は
公
営
を
利
用
す
る

に
限
る
。
い
ず
れ
も
申
込
み
期
限
が
あ

る
の
で
、
神
戸
在
住
者
は
連
絡
を
密
に

し
て
申
込
み
の
チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

教
育
会
館
詞
ｌ
Ｏ
８
９
１
、
即
日
前
か
ら
申

込
、
全
額
前
納
、
素
泊
り
一
、
二
○
○
円
か
ら
）

私
学
会
館
亀
１
６
６
２
，
，
３
ヵ
月
前
か
ら

申
込
私
学
関
係
者
特
別
考
慮
、
料
金
後
納
、
素
泊

り
一
、
○
○
○
円
か
ら
）

万
博
を
一
週
間
か
か
っ
て
見
る
つ
も

り
な
ら
神
戸
に
宿
を
と
っ
て
通
う
こ
と

は
な
い
。
交
通
費
と
時
間
が
無
駄
だ
。

ｏ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１
８
Ⅱ
Ｉ
ｆ
３
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
１
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

や
ど

え
て
も
早
い
し
、
茨
木
に
直
通
し
て
東

口
に
パ
ス
で
廻
る
の
も
便
利
だ
。

☆
バ
ス
で
行
き
た
い
人
の
た
め
に

万
博
期
間
中
の
臨
時
バ
ス
と
し
て
、

高
速
道
路
を
通
る
パ
ス
が
、
国
鉄
三
宮

駅
か
ら
出
る
。
い
ず
れ
も
時
刻
表
を
見

て
定
時
に
利
用
す
る
と
ツ
ア
ー
の
気
分

が
味
わ
え
て
最
高
。

☆
万
博
記
念
乗
車
券

国
鉄
で
は
万
博
記
念
乗
車
券
が
三
宮

駅
か
ら
五
○
○
円
、
阪
急
経
由
四
四
○

円
で
発
売
し
て
い
る
。

磨
・
舞
子
近
辺
の
旅
館
が
よ
い
。
車
で

行
く
と
高
速
道
路
を
通
っ
て
会
場
ま
で

近
い
し
保
養
に
よ
い
。
寿
楼
ａ
ｌ
４
３

５
‐
）
藤
乃
家
翁
１
３
３
４
８
）
淡
望
閣

ま
い
こ
（
両
１
４
５
４
‐
）
、
神
戸
駅
近
く

で
、
桔
梗
家
亀
ｌ
Ｏ
２
６
，
）
、
市
力
扇

１
７
５
６
０
）
、
大
野
屋
急
’
’
３
８
６
）
、

三
宮
に
は
、
翠
園
弱
１
０
７
７
５
）
、
桐

の
家
亀
１
６
７
７
９
）
、
六
甲
に
は
凌
雲

荘
園
１
０
２
２
３
）
が
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
５
月
の
連
休
と
夏
休
み
を
除
く
ウ
イ

ー
ク
デ
イ
で
し
か
部
屋
は
な
い
。

．
１
１
１
１
１
Ⅱ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
ｆ
Ⅱ
ｌ
ｌ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
１
１
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ

このエクスポ・カゴは千里で最も便利な交通機関
となるであろう

神
戸
で
泊
ま
ろ
う
と
い
う
人
は
、
一

泊
か
二
泊
で
万
博
を
見
る
人
か
、
万
博

を
見
る
た
め
に
、
神
戸
の
親
類
、
知
人

を
頼
り
に
遠
方
か
ら
出
て
く
る
人
で
あ

ろ
う
。
そ
の
た
め
に
神
戸
在
住
の
人
は

全
力
を
つ
く
し
て
彼
ら
を
泊
ま
る
と
こ

ろ
を
探
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

☆
ホ
テ
ル
を
予
約
し
た
い
人
の
た
め
に

一
般
的
に
ホ
テ
ル
と
名
の
付
く
建
物

は
多
い
が
、
安
心
し
て
紹
介
で
き
る
と

こ
ろ
は
ま
ず
満
室
と
思
っ
て
よ
い
。
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
、
六
甲
オ
リ
エ
ン

タ
ル
、
神
戸
国
際
ホ
テ
ル
、
ホ
テ
ル
神

戸
、
六
甲
山
ホ
テ
ル
の
類
は
、
毎
日
で

も
電
話
し
て
キ
ャ
ン
セ
ル
を
待
つ
ほ
か

な
い
。そ

こ
で
、
狙
い
所
は
、
昨
年
ｎ
月
オ

ー
プ
ン
し
た
国
鉄
三
宮
駅
北
の
三
宮
セ

ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
鼠
１
５
０
３
１
）
、
２

月
に
再
開
し
た
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル

亀
１
４
，
７
‐
）
、
そ
れ
と
４
月
羽
日
に

オ
ー
プ
ン
す
る
中
突
堤
の
神
戸
タ
ワ
ー

サ
イ
ド
ホ
テ
ル
弱
１
２
，
５
‐
）
、
山
陰

と
連
絡
が
あ
る
ホ
テ
ル
全
但
弱
１
３
８

３
８
）
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
も
７
月
以
降
の
ウ
イ
ー
ク
デ

イ
を
予
約
す
る
に
限
る
。
そ
れ
で
も
駄

目
な
ら
品
の
良
い
連
れ
込
み
ホ
テ
ル
に

泊
ま
る
の
も
致
し
方
な
い
。
万
博
期
間

中
と
い
っ
て
特
別
に
満
室
に
な
る
こ
と

も
あ
る
ま
い
。
た
だ
し
一
泊
に
か
ぎ
る
。

☆
旅
館
で
く
つ
ろ
ぎ
た
い
人
の
た
め
に

日
本
人
は
旅
館
で
畳
の
部
屋
と
い
う
田

舎
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
泊
め
る
に
は
須

一一酒癖

省

☆

と塁…….．

１
１１３

i 星の出る頃、家のあるカタツムｌ
ｌリがうらやましくなる人も…’
'-------------------------------_____‐_Ｉ
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み
ど
こ
ろ

、

県
民
会
館
翁
－
２
，
３
，
，
６
ヵ
月
前
か
ら

申
込
、
申
込
み
一
一
一
日
以
内
全
額
前
納
、
素
泊
り
五

○
○
円
か
ら
）

こ
の
他
に
、
４
月
下
旬
オ
ー
プ
ン
す

る
国
民
宿
舎
の
神
戸
摩
耶
ロ
ッ
ジ
が
あ

る
が
、
こ
こ
も
ほ
ぼ
満
員
、
狙
い
所
は

須
磨
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ａ
ｌ

４
６
２
３
）
が
あ
る
。
魚
料
理
が
原
価
で

食
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

☆
若
い
人
の
た
め
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

神
戸
市
内
の
六
つ
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
（
一
泊
二
食
、
一
、
一
一
○
○
円
、
学
生
九
○
○

円
）
は
学
生
が
利
用
す
る
関
係
上
、
士
、

日
曜
と
夏
休
み
を
除
く
と
案
外
空
い
て

い
る
。
な
か
で
も
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
の
垂
水
海
岸
Ｙ
Ｈ
弁
１
２
１
３
３
）
が

穴
場
。
ま
た
７
月
改
築
後
再
開
す
る
金

平
山
Ｙ
Ｈ
亀
１
５
８
２
９
）
も
早
く
か
ら

狙
っ
て
お
き
た
い
。
山
田
無
動
寺
ａ
ｌ

Ｏ
２
０
５
）
、
多
間
寺
Ｙ
Ｈ
命
１
５
０
０
‐
）

も
閑
静
な
所
で
良
い
。

☆
と
に
か
く
泊
ま
り
た
い
人
の
た
め
に

神
戸
に
来
て
し
も
た
、
と
に
か
く
今

夜
神
戸
で
泊
ま
り
た
い
人
は
、
三
宮
交

通
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
ニ
階
の
万
国
博
観
光

宿
泊
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
期
間
中
無
休
、

鍋
１
４
７
５
３
１
５
）
か
、
県
民
会
館
と
兵

庫
県
庁
内
の
万
国
博
宿
泊
情
報
セ
ン
タ

ー
＆
’
２
，
３
，
、
型
１
７
７
，
，
）
に
電
話

す
れ
ば
よ
い
。
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

方
で
は
、
宿
泊
か
ら
、
観
光
バ
ス
の
あ

っ
せ
ん
、
万
博
入
場
券
の
販
売
も
す

る
。
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
淡
路
・
篠

山
、
生
野
な
ど
県
下
の
宿
泊
情
報
を
教

え
て
く
れ
る
。
神
戸
在
住
者
の
受
入
れ

体
制
は
こ
の
二
つ
の
宿
泊
セ
ン
タ
ー
を

大
い
に
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

神
戸
の
街
の
背
後
に
の
び
る
六
甲
連

山
と
出
船
入
船
に
世
界
の
船
が
集
ま
る

神
戸
港
１
．

山
と
海
に
恵
ま
れ
た
神
戸
の
見
ど
こ

ろ
は
多
彩
で
あ
る
。

Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
ｌ
→
１
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
９

☆
六
甲
・
摩
耶

一
般
に
六
甲
と
よ
ば
れ
て
い
る
の
は

六
甲
ケ
ー
ブ
ル
で
登
っ
た
附
近
一
帯
で

日
本
最
初
の
六
甲
ゴ
ル
フ
場
を
中
心
と

し
て
東
は
極
楽
茶
屋
附
近
か
ら
展
望
台

・
カ
ン
ッ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
あ
る
凌
雲
台

西
は
記
念
碑
台
・
丁
字
ケ
辻
あ
た
り
ま

で
に
、
ホ
テ
ル
、
保
養
所
な
ど
の
宿
泊

ｌ
０
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
１
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１

施
設
が
集
中
、
山
上
は
、
東
西
に
舗
装

さ
れ
た
縦
走
路
が
の
び
、
有
料
の
ド
ラ

イ
ブ
ウ
ェ
イ
が
表
と
裏
か
ら
登
っ
て
、

記
念
碑
台
で
結
ば
れ
て
い
る
。
市
街
地

と
港
の
展
望
は
素
晴
ら
し
く
、
記
伊
・

播
磨
な
ど
一
州
が
一
望
出
来
る
。

春
の
桜
、
夏
の
涼
風
、
秋
の
名
月
と

い
え
ば
六
甲
山
に
匹
敵
す
る
摩
耶
山
、

こ
こ
か
ら
の
夜
景
は
ま
た
格
別
で
、
大

阪
湾
を
め
ぐ
る
灯
の
海
は
宝
石
を
散
り

ば
め
た
よ
う
に
美
し
く
、
ま
さ
に
〃
一

○
○
○
万
ド
ル
の
夜
景
″
の
名
に
背
か

な
い
Ｃ
山
上
へ
は
市
バ
ス
、
ケ
ー
ブ
ル

・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
約
三
○
分
。
中
腹

に
は
仏
母
、
摩
耶
夫
人
を
ま
つ
る
天
上

寺
が
あ
る
。

☆
交
通
ガ
イ
ド

●
六
甲
山
へ

阪
神
御
影
ｌ
国
鉄
六
甲
道
ｌ
阪

急
六
甲
ｌ
土
橋
（
術
〈
孟
分
”
巴

六
甲
ケ
ー
ブ
ル
下
・
土
橋
’
六
甲

山
上
（
ケ
ー
ブ
ル
、
分
加
円
）

阪
急
六
甲
Ｉ
（
表
六
甲
経
由
）
’

六
甲
ケ
ー
ブ
ル
山
上
（
市
ハ
ス
如
分
剛
円
）

鐙
摩
耶
山
へ

三
宮
駅
前
ｌ
摩
耶
ヶ
‐
ブ
ル
下
・

高
尾
（
市
ハ
ス
巧
分
鋤
円
）

摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
下
ｌ
摩
耶
ｌ
摩

耶
山
上
（
ケ
ー
ブ
ル
・
ロ
ー
プ
ゥ
ェ
ィ
、
分
伽

円
）●

六
甲
・
摩
耶
回
遊
コ
ー
ス

六
甲
ケ
ー
ブ
ル
下
・
土
橋
Ｉ
（
山
上

経
由
）
ｌ
摩
耶
ケ
ー
ブ
ル
下
・
高
尾

（
帥
分
知
円
）

～

日本とは思えないと一瞬思うのです（六甲牧場）
‐一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一画＝‐＝再一一一一一一－一一一一＝ー戸一一一一一一一一一＝ー＝ーー

１
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あ
じ

Ｐー

☆
須
磨
・
舞
子

瀬
戸
内
海
を
往
き
か
う
船
と
目
前
に

横
た
わ
る
淡
路
島
。
山
陽
路
の
車
窓
の

楽
し
み
は
須
磨
海
岸
か
ら
は
じ
ま
る
。

こ
こ
は
古
来
か
ら
詩
歌
で
名
高
い
景
勝

の
地
で
、
山
と
海
の
接
す
る
須
磨
浦
公

園
、
水
族
館
や
国
民
宿
舎
な
ど
を
も
つ

広
大
な
須
磨
海
浜
公
園
、
白
砂
青
松
の

舞
子
公
園
な
ど
、
風
光
明
娠
な
西
神
戸

の
観
光
セ
ン
タ
ー
と
し
て
阪
神
間
の
人

々
に
親
し
ま
れ
、
夏
は
唯
一
の
海
水
浴

場
と
し
て
に
ぎ
わ
う
。

●
み
ど
こ
ろ

海
浜
公
園
（
水
族
館
、
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ー
チ
ハ
ウ
ス
、
国
民

宿
舎
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
）

離
宮
公
園
（
も
と
の
武
庫
離
宮
跡
を

整
備
し
た
水
と
緑
の
公
園
、
大
噴
水
、

カ
ス
ケ
ー
ド
・
キ
ャ
ナ
ル
と
芝
生
、
石

垣
・
遊
歩
道
を
備
え
た
西
欧
風
公
園
）

須
磨
浦
公
園
（
鉢
伏
山
を
中
心
と
す

る
自
然
公
園
で
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
・
カ

ー
レ
ー
タ
ー
・
回
転
展
望
閣
、
観
光
リ

フ
ト
な
ど
海
と
山
を
結
ん
で
内
海
美
を

満
喫
で
き
る
）

☆
港
・
街

豪
華
観
光
船
の
入
る
第
四
・
五
突
堤
、

コ
ン
テ
ナ
ー
時
代
の
広
々
と
し
た
摩
耶

埠
頭
、
そ
し
て
建
設
中
の
人
工
島
（
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
）
な
ど
、
中
突
堤
か

ら
港
内
遊
覧
船
で
港
め
ぐ
り
を
す
る
も

よ
し
、
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
、
あ
る
い
は
超

高
層
ビ
ル
（
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
）
か

ら
の
展
望
は
ミ
ナ
ト
情
緒
を
か
き
た
て

て
く
れ
よ
う
。

ミ
ナ
ト
神
戸
を
満
喫
し
た
ら
、
カ
ッ

コ
い
い
神
戸
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
を
ぶ
ら
つ
く
と
し
よ
う
。

さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン
・
三
宮
セ
ン
タ
ー
街

・
元
町
商
店
街
と
神
戸
の
代
表
的
な
商

店
街
が
な
ら
び
、
開
放
的
で
セ
ン
ス
の

抜
群
に
い
い
神
戸
っ
子
た
ち
に
混
っ

て
。●

み
ど
こ
ろ

布
引
滝
（
市
ハ
ス
布
引
町
下
車
北
へ
約
即
、
）

諏
訪
山
公
園
（
市
ハ
ス
県
庁
前
下
車
北
へ
紅

皿
、
）相

楽
園
（
市
．
ハ
ス
県
庁
前
下
車
北
へ
約
測
、
）

湊
川
神
社
（
国
鉄
神
戸
駅
下
車
北
へ
約
伽
、
）

南
蛮
美
術
館
（
市
ハ
ス
美
術
館
前
下
車
南

側
）

北
野
町
界
隈
は
、
明
治
の
頃
が
し
の

ば
れ
る
異
人
館
が
ま
だ
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
残
り
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
ム
ー
ド
を
楽

し
め
る
。

山
と
海
と
を
真
近
に
ひ
か
え
、
山
か

ら
は
コ
ウ
ベ
ビ
ー
フ
、
海
か
ら
は
瀬
戸

内
の
新
鮮
な
魚
、
そ
し
て
古
く
か
ら
の

エ
ト
ラ
ン
ゼ
と
の
密
接
な
交
流
の
問
で

青
く
ま
れ
て
き
た
味
ｌ
そ
れ
が
神
戸

の
味
を
形
造
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
気
取
ら

ぬ
ど
こ
か
時
代
遅
れ
の
店
構
え
な
が
ら

比
較
的
手
頃
な
値
段
で
心
の
行
き
届
い

た
味
と
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
く
れ
る
店
が

ゾ
チ
ッ
ク
ム
ー
ド
を
ど
う
ぞ
／
，

ま
ず
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
ス
カ

イ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
ム

ー
ド
の
内
で
世
界
の
有
名
料
理
が
味
わ

え
る
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
で
は
、
夜
景
を

眺
め
な
が
ら
食
事
の
で
き
る
高
級
レ
ス

ト
ラ
ン
コ
ラ
ル
北
野
か
ら
プ
ラ
ン
・
ド

・
フ
ラ
ン
、
エ
ス
カ
ル
ゴ
、
ド
ン
ク
・

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
等
々
。
ド
イ
ツ
料
理
は

ハ
イ
ウ
ェ
イ
。
イ
タ
リ
ア
料
理
は
ド
ン

ナ
ロ
イ
ヤ
、
カ
ポ
ネ
。
ロ
シ
ア
料
理
は

バ
ラ
ラ
イ
カ
。
ス
ペ
イ
ン
料
理
は
カ
ル

メ
ン
。
ギ
リ
シ
ャ
料
理
は
ギ
リ
シ
ャ
ビ

レ
ッ
ジ
。

そ
の
他
外
人
客
が
大
半
の
エ
キ
ゾ
チ

シ
ズ
ム
あ
ふ
れ
る
店
と
し
て
は
キ
ン
グ

ス
ア
ー
ム
ズ
、
テ
キ
サ
ス
タ
ー
バ
ン
。

ピ
ッ
ツ
ァ
で
有
名
な
ピ
ノ
キ
オ
も
外
人

客
が
多
く
ム
ー
ド
あ
る
店
。
テ
ィ
フ
ァ

ー
ナ
は
メ
キ
シ
コ
風
小
料
理
亭
。

中
華
料
理
は
殊
に
見
た
目
よ
り
内
容

１
１１５

１

１
１
‐
一
多
い
。
そ
の

一
数
多
い
店
の

一
一
中
か
ら
少
し

一
代
表
的
な
も

れ
一
の
を
選
ん
で

諏
一
み
た
。

は
一》

一
鉢
罪
蓉
諏
誰

Ｉ
一稗一

港
町
Ｋ
Ｏ

－
Ｂ
Ｅ
で
万
博

一
会
場
と
は
ま

一
た
別
の
落
ち

！
‐
一
着
い
た
エ
キ
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く
各
々
感
じ
の
良
い
イ
ン
テ
リ
ア
の
喫

茶
店
を
持
っ
て
い
る
。
Ｇ
線
、
ユ
ー
ハ

イ
ム
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
コ
ン
フ
エ
ク
ト
、
風

月
堂
、
コ
ロ
ン
バ
ン
、
モ
ロ
ゾ
フ
、
コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ン
、
ベ
ル
等
々
・
ジ
ャ
ズ

喫
茶
の
バ
ン
ビ
、
さ
り
げ
な
く
、
フ
ォ

ー
ク
ソ
ン
グ
の
ロ
ー
ス
ト
シ
テ
ィ
、
ア

メ
リ
カ
ン
ス
ナ
ッ
ク
の
嗣
碕
尉
国
⑦
‐

誹
関
な
ど
は
各
々
の
雰
囲
気
を
持
っ

て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
・
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
の
ド
ン
ク
も
見
逃
せ
な
い
。

☆
神
戸
土
産
ア
レ
コ
レ

亀
井
堂
の
瓦
せ
ん
べ
い
は
有
名
だ
が

フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
の
パ
ン
、
デ
リ
カ

テ
ッ
セ
ン
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ス
モ
ー
ク

ド
サ
ー
モ
ン
（
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
も
食
べ

ら
れ
る
）
の
味
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仕
込
み

の
逸
品
ノ
神
戸
肉
の
味
噌
漬
・
佃
煮
、

貝
弥
の
か
ま
ぼ
こ
も
喜
ば
れ
る
も
の
。

司司
■

を
重
ん
じ
る
店
が
多
い
。
広
東
風
が
別

館
牡
丹
園
、
杏
花
村
、
金
龍
閣
。
北
京

風
が
第
一
楼
、
東
明
閣
、
東
天
閣
。
気

取
ら
ぬ
ギ
ョ
ー
ザ
の
店
で
は
眠
々
、
か

つ
ぱ
天
国
。
琉
球
料
理
で
は
那
覇
、
朝

鮮
料
理
で
は
金
剛
山
が
あ
る
。

☆
ご
家
族
連
れ
で
楽
し
い
食
事
を

有
名
な
コ
ウ
ベ
ビ
ー
フ
は
一
流
レ
ス

ト
ラ
ン
で
あ
れ
ば
大
体
食
べ
ら
れ
る
が

コ
ウ
ベ
ス
テ
ー
キ
、
み
そ
の
な
ど
は
有

名
。

一
般
向
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
は
、
商

工
貿
易
セ
ン
タ
ー
鯉
階
の
バ
ー
グ
、
ブ

ー
ン
、
ポ
ー
ル
モ
ー
ル
、
伊
藤
グ
リ
ル

フ
ッ
ク
東
店
、
ケ
ー
ン
ズ
、
ハ
ナ
ワ
グ

リ
ル
、
サ
ラ
ダ
の
赤
ひ
ょ
う
た
ん
な
ど

を
お
す
す
め
し
た
い
。

☆
灘
の
酒
と
新
鮮
な
魚
の
味
と
：
：
：

粋
な
肴
に
灘
の
生
一
本
の
味
は
格
別

新
鮮
な
魚
を
使
っ
た
日
本
料
理
も
逸
品

ま
ず
穴
子
能
の
青
辰
。
鮪
の
成
駒
家

て
ん
ぷ
ら
の
藤
は
ら
、
お
可
川
。
割
烹

喜
久
重
、
菱
阿
見
、
東
栄
弥
。
和
風
と

ん
か
つ
で
は
武
蔵
、
大
雄
。
コ
ウ
ベ
ビ

ー
フ
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
す
き
焼
き
は

三
つ
輪
、
山
三
つ
輪
、
花
隈
古
紋
な
ど

変
っ
た
所
で
は
、
う
な
ぎ
の
丸
高
、

糸
平
。
ど
じ
ょ
う
の
吾
作
。
か
き
料
理

の
丸
十
。
ち
ま
き
の
梅
春
園
。
明
石
蛸

の
タ
コ
焼
の
蛸
の
壷
な
ど
。

☆
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
店
も
多
い

●
●
●

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ま
す
店
と
し
て
は
に

し
む
ら
、
コ
ン
コ
ー
ド
、
パ
ス
カ
ル
、
茜

屋
な
ど
。
ま
た
菓
子
の
メ
ー
カ
ー
も
多

世
界
の
船
が
出
入
り
す
る
神
戸
港
を

眼
下
に
見
下
し
て
、
街
に
は
お
し
ゃ
れ

な
神
戸
っ
子
や
、
エ
ト
ラ
ン
ゼ
達
が
行

き
交
う
。
神
戸
は
エ
ト
ラ
ン
ゼ
の
町
。

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
ム
ー
ド
を
求
め
て
、

神
戸
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
訪
れ
る
人
は

多
い
。
神
戸
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
は
、
高
級
店
が
建
ち
な
ら
ぶ

ト
ア
・
ロ
ー
ド
、
若
い
層
に
ア
ッ
ピ
ー

ル
し
て
い
る
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
、
巾
広

い
客
層
を
持
つ
元
町
商
店
街
、
フ
ァ
ミ

か
い
も
の

リ
ー
コ
ー
ス
に
最
適
な
サ
ン
チ
カ
タ
ウ

ン
、
と
大
別
さ
れ
る
。

☆
神
戸
〃
履
き
だ
お
れ
″

。
「
京
都
の
着
だ
お
れ
、
大
阪
の
食
い

だ
お
れ
、
神
戸
の
履
き
だ
お
れ
」
と
い

う
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
神
戸
は
靴

の
店
が
大
変
多
い
、
し
か
も
い
い
靴
を

売
っ
て
い
る
店
が
多
い
。
ス
イ
ス
の
バ

リ
ー
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
を
揃
え
て
い
る
ト

ア
・
ロ
ー
ド
ク
ロ
ス
（
サ
ン
チ
カ
・
レ

デ
ィ
ー
ス
タ
ウ
ン
に
も
あ
る
）
。
三
宮

セ
ン
タ
ー
街
に
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
舶

来
靴
専
門
ウ
ォ
ー
カ
ー
（
生
用
筋
）
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
な
ど
が
あ
る
。
大
丸
前
ヨ

シ
オ
カ
は
靴
の
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
。

☆
神
戸
セ
ン
ス
を
身
に
つ
け
よ
う

八
紳
士
用
品
Ｖ

・
神
戸
は
オ
ー
ダ
ー
シ
ャ
ッ
の
専
門
店

が
多
い
。
大
丸
前
神
戸
シ
ャ
シ
、
セ
ン

タ
ー
街
・
国
際
会
館
Ｉ
Ｆ
大
和
屋
シ
ャ

ツ
、
三
宮
本
通
り
イ
セ
ヤ
シ
ャ
ッ
。

・
ネ
ク
タ
イ
な
ら
、
西
ド
イ
ツ
製
ネ
ク

タ
イ
日
本
販
売
元
元
町
バ
ザ
ー
・
ラ
コ
、

ペ
ロ
、
ア
ル
ピ
、
な
ど
数
も
豊
富
。

・
紳
士
服
な
ら
、
元
町
四
丁
目
柴
田
音

吉
洋
服
店
、
三
恵
洋
服
店
、
セ
ン
タ
ー

街
洋
服
の
粋
渡
辺
、
ス
ポ
ー
ッ
ウ
ェ
ー

ア
ー
な
ら
元
町
二
丁
目
サ
ン
・
サ
カ
エ
、

ラ
コ
ス
テ
、
マ
ン
シ
ン
グ
ウ
ェ
ア
ー
、

マ
ッ
ク
グ
レ
ガ
ー
、
な
ど
舶
来
品
専
門
。

紳
士
服
飾
な
ら
元
町
の
フ
ナ
キ
ヤ
。

。
ヤ
ン
グ
メ
ン
な
ら
セ
ン
タ
ー
街
Ｍ
Ａ

Ｃ
、
国
鉄
高
架
下
、
Ａ
Ｃ
を
す
す
め

る
。

■
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あ
そ
び

☆
生
田
新
道
・
三
宮
界
隈
を
楽
し
む

生
用
新
道
の
ク
ラ
ブ
ム
ー
ン
ラ
イ
ト

は
神
戸
ら
し
い
風
格
が
あ
る
。
エ
ド
ワ

ー
ズ
倶
楽
部
は
対
照
的
に
新
し
い
店
だ

が
、
王
朝
風
の
豪
華
な
フ
ロ
ア
か
ら
神

戸
の
夜
景
が
一
望
で
き
る
。
阿
似
子
、

鈴
、
さ
ち
な
ど
で
は
日
本
的
情
緒
の
マ

マ
に
会
え
る
。
ゴ
ー
ゴ
ー
ガ
ー
ル
の
い

る
ル
イ
ス
、
筋
骨
隆
々
の
ホ
ス
ト
を
お

く
盗
賊
の
館
な
ど
、
異
色
な
ク
ラ
ブ
も

で
き
は
じ
め
た
。

☆
若
者
の
セ
ン
ス
に
触
れ
る
楽
し
み

神
戸
の
ス
ナ
ッ
ク
は
セ
ン
ス
の
良
さ

と
国
際
性
で
定
評
が
あ
る
。
特
に
山
手

北
野
町
界
隈
は
六
本
木
の
ム
ー
ド
が
あ

る
店
が
ふ
え
た
。
ピ
ノ
キ
オ
、
テ
ィ
フ

ア
ー
ナ
、
ガ
ス
ラ
イ
ト
、
ソ
ネ
、
バ
レ

ン
タ
イ
ン
、
山
の
手
、
五
つ
の
銅
貨
と

あ
る
が
、
フ
ラ
メ
ン
コ
の
ブ
ル
ー
リ
ボ

ン
も
良
い
。

ス
ネ
カ
ジ
リ
ッ
子
、
マ
シ
１
．
ケ
・

ナ
ダ
、
フ
ァ
ニ
ー
な
ど
若
い
マ
マ
が
い

る
店
も
多
く
。
マ
ス
タ
ー
と
の
会
話
を

楽
し
む
な
ら
キ
ャ
ン
テ
ィ
が
楽
し
い
。

変なところに変なものを売っている店あり

神
戸
の
夜
は
六
甲
か
ら
の
百
万
ド
ル

の
夜
景
に
限
る
と
い
う
御
仁
は
と
も
か

く
、
い
ず
こ
に
泊
ま
っ
て
も
ネ
オ
ン
の

色
が
眼
に
ち
ら
つ
く
人
に
は
、
神
戸
は

便
利
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ク
ラ
ブ
、
パ

ー
、
ス
ナ
ッ
ク
と
目
白
押
し
な
の
が
三

宮
界
隈
だ
が
、
西
に
行
っ
た
花
隈
と
な

る
と
料
亭
の
老
舗
が
並
び
風
格
の
あ
る

街
だ
。
福
原
、
新
開
地
に
は
、
神
戸
が

発
祥
と
も
い
わ
れ
る
ト
ル
コ
風
呂
の
元

祖
が
お
色
気
を
発
散
し
て
い
る
が
、
発

散
し
す
ぎ
て
危
険
な
時
も
あ
る
の
で
ご

外
よ
り
安
く
買
え
る
の
で
、
買
物
上
手

の
レ
デ
ィ
ー
に
喜
ば
れ
て
い
る
。
向
い

あ
っ
て
い
る
の
が
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
村

山
監
督
の
お
店
荊
・
ワ
ン
ワ
ン
。

・
く
つ
甲
の
こ
と
な
ら
神
戸
唯
一
の
く

つ
甲
専
門
店
太
田
く
つ
甲
が
元
町
一
丁

目
に
あ
る
。
・
帽
子
は
ト
ア
ー
・
ロ

ー
ド
マ
キ
シ
ン
が
有
名
。
輸
入
品
も
多

く
、
オ
ー
ダ
ー
も
し
て
い
る
。

。
メ
ガ
ネ
・
サ
ン
グ
ラ
ス
な
ら
、
元
町

三
丁
目
神
戸
眼
鏡
院
、
大
丸
前
服
部
メ

ガ
ネ
。

。
喫
煙
具
の
こ
と
な
ら
、
元
町
四
丁
目

マ
ル
エ
ス
、
三
丁
目
の
不
二
喫
煙
具
店
、

モ
ダ
ン
な
も
の
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
な
も

の
、
好
み
に
合
わ
せ
て
選
べ
る
。

。
ベ
ビ
ー
用
品
な
ら
フ
ァ
ミ
リ
ア
ヘ
ど

う
ぞ
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
が
一
杯
で
す

八
婦
人
洋
品
Ｖ

・
服
飾
の
高
級
オ
ー
ダ
ー
な
ら
ト
ア
・

ロ
ー
ド
ェ
ス
タ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
大
丸

前
カ
セ
ッ
ト
、
装
苑
、
元
町
一
丁
目
ラ
・

モ
ー
ド
洋
装
店
。
元
町
四
丁
目
リ
リ
ア

ン
は
、
日
本
・
フ
ラ
ン
ス
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
に
よ
る
作
品
が
楽
し
め
る
。

・
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
は
セ
ン
タ
ー
街
セ
リ

ザ
ワ
、
ベ
ニ
ヤ
、
サ
ン
チ
カ
・
ハ
イ
モ

ー
ド
タ
ウ
ン
、
レ
デ
ィ
ー
ス
タ
ウ
ン
。

元
町
一
丁
目
ト
ラ
ヤ
は
ニ
ッ
ト
専
門
店

ヤ
ン
グ
レ
デ
ィ
に
は
セ
ン
タ
ー
街
キ
ャ

ロ
ル
、
マ
ミ
ー
ナ
、
ベ
ニ
ヤ
・
ヤ
ン
グ

ポ
ケ
ッ
ト
、
ス
タ
イ
ル
ビ
ル
。
そ
れ
ぞ

れ
個
性
が
あ
っ
て
楽
し
め
る
こ
と
う
け

あ
い
。

。
お
し
ゃ
れ
小
物
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は

元
町
の
カ
ワ
ム
ラ
、
大
丸
前
の
ジ
ョ
リ

・
カ
セ
ッ
ト
。
舶
来
も
の
ば
か
り
。
ト

ア
ロ
ー
ド
に
は
芸
夢
。
セ
ン
タ
ー
街
生

田
筋
ス
テ
ッ
キ
岡
田
。
ス
テ
ッ
キ
が
あ

る
店
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。
セ

ン
タ
ー
街
み
っ
ち
ゃ
ん
は
舶
来
雑
貸
が

用
心
を
。
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齢識

元町３ＴＥＬ< 3 3 > 3 6 1 7
騨議

11 8

～

麟罰高級紳士服専門店

神戸テーラー

別間

選びぬかれた
プレタポルテ

オーダーシャッ
リゾートウエアーは

世界の名品を

義

蕊“
寺

早
Ｌ
ｂ

I瀞|灘ｉ
紳士洋品の店

子iIi114震蕊§蕊

さんちかメンズタウン
生田区北長狭通2 ( 阪急西口）

T E L⑲O 3 8 8
TEL⑬2817.3173

元町店ＴＥＬ3 4 - 6 9 5 9
メトロ店ＴＥＬ3 4 - 0 5 5 0

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれを／

三恵洋月艮店
元町４丁目ＴＥＬ⑭７２９０

砿ｅｍｔｓｈｏｐ

覇F Z ﾖ圏雨

篭

鳶

職
Ｍ脇Ｋｅｎｔ

ｃａｍｅｔｏＫｏｂｅ
流行に左右されない
本来のオシャレ
それがK e n t です
シックな

スコッチ風の店舗
それがFunakIyaです

鴬 鱗
： 函弔電輯悪童⑤

鍵

雲露
…

；雲
認

鑓【

守■灘
P

篭

角

霞旬
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1１創作ハンドバッグ
エ芸品O R l G l N A L

神戸鱒元町
' ＡＣＣＥＳＳＯＲＩＥＳ

イクシマヤ

ＴＥＬ．（3 3 ）２４１５．２４１６

くつ甲美術品とアクセサリーの専門店

新装開店 太田龍甲店
元町乳丁目ＴＥＬ⑬６１９５

婦人服地とお誹え専門店
三宮センター街２丁目

壁フマッゼ…職，剛ｗ
ＴＥＬ.⑲5 2 1 7

r －オリジナルＬ サイズ ､

し 草履新発売 、里

創蕊鵬二十惑琴

羅物の山~ Ｆ
古い港舗に蒲卯セ城
確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店

神戸三宮センター街ＴＥＬ（3 9 ）０２５６

拶戸
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叩鱗鍵
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カギ屋金物店
ＫＯＢＥ三宮・トア・ロード⑬0 1 9 3 . 6 5 0 7
ＯＳＡＫＡ心斎橋そごう地下一階

コンタクトレンズ
日本コンタクトレンズ協会会員

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市蚕§合区御幸通八丁目九ノー（三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ（2 2 . ）８１６１．（2 3 ）２５７０

1２０

落蓋毒琴鎚蕊護蕊 麓溌

画インテリヤデコレーション

〈蓄書書７

~j Q

蕊簿

醐オーダーシャツと
パジャマの店

イ篭電謬
三宮本通店（3 3 ）４９３７
三宮センター街店（3 9 ）４７８０

垂
印

ｅ

⑪

合 鍵と錠前

＠にlＲ

カギヤ
金物店一睡琴璽

美しさを保つ
スポーツに

美容に
科学が生んだ

ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ
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1２１

劃Z 灰: 藍蒜1 口扇彦
審罰型Ｌ－酢・剰胃やみ憲一

神戸本社神戸市生田区三宮町1 丁目1 7 0 電話3 3 - 5 3 0 4
神戸直売店神戸市生田区三宮町１丁目電話3 3 - 1 2 1 7
大阪堺筋店大阪市束区淡路町２丁目電話2 3 1 - 6 9 7 9
大阪心斎橋店大阪市南区安堂寺橋通４丁目電話2 5 1 - 4 1 8 2
東京銀座店東京都中央区銀座８丁目電話5 7 1 - 2 3 0 3
東京新宿店東京都新宿区角筈１丁目

新宿ステーションビル地下２階電話3 5 2 - 2 4 3 6
束京国際ピル店東京都丸ノ内国際ビル電話2 1 2 - 3 7 4 6

神戸っ子のみんなに愛される落ちついた喫茶店

ＴＥＡＲＯＯＭ 喫茶愛
☆神戸・元町本通元一ビル２階ＴＥＬ（3 2 ）０９５８

１１

患の蝿蝦本家蕊奮琴撒
電重舌Ｓａ－ｅＳＳ２

額橡絵画・洋画材料
室内工芸品

末績譲 額
三宮。大丸北
トア・ロード
⑳1 3 0 9 . 6 2 3 4

瀞云
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幽一一〃．ノレ

TEL(078)３９．８８１加納町３交差点西１００Ｍ山側入る
ＴＥＬ（2 3 ）６３７８

営業時間
Ａ, Ｍ，１１．３０～Ｐ. Ｍ、９．

関西に唯一のフラメンコの聞ける店

生田区北長狭通１丁目２５－１
諾だが輪蜜

霧③ 田
道

生
田
新
道
２

生
新
ビ
ル
制

－創立１３周年一

Wﾌｼﾞ:ルー謬瀧ン １
尾墓
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ソネピルTEL22-3637帯綱il薪浦‘帯H~岸H→

1 2 3

ｸ ﾗ ﾑ ｰ ﾙ
生田筋･ 岸ビル地階ＴＥＬ3 3 - 4 6 3 7

スタンド 薪壁

嘉韓恥

東門筋東神ビル地階
ＴＥＬ３３－４７３０

至三宮

i誤一
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